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Renervation of the denervated muscle by implantation of the motor nerve was

experimentally investigated with 190 Wister rats in which peroneal or tibial nerve or

both were implanted into the denervated anterior tibial muscle.

Results.

1) Regenerated end plates in the denervated anterior tibial muscle after

implantation of peronoal or tibial or both nerves can be divided into two

kinds, the one newly formed which is ectopically located at. the site of the

nerve implantation and the other originally existed which is located at the

center of the muscle in horseshoe arrangement,
2) Supra-maximal electrical stimulation of peroneal or tibial or both nerves,

which were kept intact, repaired or implanted in the denervated anterior tibia!

muscle proved that only one renervated end plate could exist in one functio-

ning muscle fiber in this experimental model.

3) Implantation of two motor nerves into a denervated anterior tibial muscle

resulted in better functional recovery than that of single motor nerve.
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水島;脱神経筋-の神経埋め込み衛をこ関する実験的研究

は し 媒)に

窺#.,莱櫓神経損傷による脱神経筋の神経酋意配を確

立する方法として,神経損傷部での直接神経鷹遺著や神経

欠損がある磯骨神経移植が行われているが,神経末端が

筋肉かざブ引き抜かれた損傷においてぼ,このような神経

学衝によって筋g)蒋支配を得ることはできず引き抜かれ

た神経を筋肉内に埋め込む方法が唯一の厳蒋支配を可能

にする手術法である収

脱神経筋が運動神経埋め込み衝によって神経荷重配さ

れる事窯は,且9摘隼銅融首洩euが家魔の脱神経誹腹筋

へ排骨神経を埋め込み確遇襖に鷹肉の収縮を認めた無紋

報告.㍉最手甘二､L･∴･/亘を卜二,L･lIldh.rALH.トー'-iTlL11什1い.l･Il-

tゝlt､I･.LTI畑丁､報告.jiLこけ二∴言付Htltltli-･トi甘告に.ト､~i二

転確実とされている血

このようをこ運動神経埋め込み鮪をこよって脱神経筋の神

経蒋支配が起こるメカニズムとしては解消で埋め込んだ

神経断端から再生する軸索が既存の脱神経だ滴 がate

をこ到達L,て蒋支配が成立する可能性と筋肉での済:生軸索

と筋線維が接する部位に新たをこendp且離Cが形成され

る可能性が考えられるヶこの点をこ関してはき既存の脱神

経されたendpはteが市立配されるというStだ息ri盛夏紺,

が新生するという森岡(198郎10)の報告がありヲまた

-∴/叫｣~臣∴汁川斗･上し∴～∴):1日iL､iト19;-lLト11.＼tiiL､'ii

拍9甜)澄5㌔伊地知 持場献呈6㌔新短 く且987日7)らの報

そこで,著者はまずこれノ宗っの現象を葉酸約に確認する
･ニト十第 .ハ;汗…･十 日r_.

tL.i(∴ 鮎十､脱神経…(1両はil､再三雄し.I.∴粧.̀∴ しゝ11tl

殿筋線腰上に認められるか番か,これをつきとめる必賓
那.~ト∴

L,かL予このことを純轟経絡学的をこ証明することは困難

なので後述するようをこ2本の神経を脱神経鷹をこ埋め込み

息泰づつの神経を刺激した誘発補液U)振幅の和と諾:L;4W〕

神経を同時刺激したときの誘発掴波が等しくなるか否か

を電気生理学的手法を履いて解明することを第二の言ヨ約

運動神経の引き抜き外傷では声運動神経を厳を雛㌢磯部

の本来のmr血㌘po遠mtの部位に埋め込むことは捲音数でき

窯際は,引き抜かれた神経から近接する別の神経を脱神

経筋U)近位部か遠位部に埋め込むことになるやこげ)よう)

Ll();:)

をこ神経埋め込み部位が近位艶 遠位部に片寄-つたとき齢

正常番に対する鷹線維帝支配率はどの程度か対倒閣名歌

と比鮫Lた%筋渥濃霧と%尊兄性筋張力か6,解明するこ
､亡_,;(:里:,ハト汗自E:.仁}∴

研究材料及び方法

.lt.材料

J‖-削< l二..'凋.佃f-I∵柵厄前経､,､＼＼,i山で右!.こ111岬

匹を用いたg右後肢をこ次項をこ述べる処置を施し 左後腹
は対照として無髄匿とした.

ll.研究方法

1群:着駅骨神経を緋骨骨頭働痛鷹骨筋俊入部で切

断しき再生しないよう断端を轄数反転L学右前腰骨筋に
脱神経筋状態を作成した.

嶺遇艶 脱神経された右前鷹骨筋をこ甘官の積り瑚曙凝
滞支配操作を行った｡

2群二整骨神経を尾髄管レベルで切離して前酵骨筋遠

位部-埋め込んだ.埋め込み術式は,Zeiss社勤母野

MH 新教鏡を潤い,筋膜に小さな鮮切開を加えて筋線

維を鈍的絞れげ,そこへ叩imeuTiumで被覆された藷

まの神経を埋め込みヲ筋膜とepirlellT豆um を9-翰

機め込んだ神経が筋鋳溝より逸脱LないようをこLた中

3群:切離反転しておいた掛野神経を前歴骨筋近位部
へ同様の手技で埋め込んだ.

竣群:腰骨神経を前野骨筋遠位部へ 切離反転してお

いた排骨神経を繭貯骨解近位部-同時に同様の手技で埋
め込んだゆ

5群:切鮭反転しておい貨二男掛買肇経の近縁端と遠位端

:用ftji敵撞卜十ttう もう両日日.'二,' 十十斗冊rU十十.

28各群における衝接線柳招検査率覗

上述の5群をこついて各埼職戯終操作嵐 洩鳳 残像
i黒iIi,二木適性 ‖トト､工-ト:1勘セ~仁 ･.-I5~日､しヤL;iLILU辛
.･=/: Ll二.

裾 誘発筋電図

膝窟都よをyy駿襖面殿艇切開をこてÅり李斯骨神経と鷹

骨神経を露出した片激小スライド電極夕畑ブMS-約乾きま

律音素兜電社製)a"欄j激電極を周いて陰極が解毒某減額(逮

位部)をこなるようにそれぞれの神経を保汚した野

記録電橡は撃針電極を済いて前脛骨筋の筋腹部をこ陰極

をチ遠位部に陽極を筋膜療下に筋線維と直交するように

則武し 誘発M渡を記録Lた.このときタ最母蝕伸筋や

廃鉱伸膳が)誘発M波U)混Aを避けるため前渡骨第線に糸
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来島:脱神経筋-の神経埋め込み術に関する実験的研究

をかけて前歴骨鷹を遠位部よをプ寮fj擬し 殿骨から持ち上

げた状態をこした¢前歴骨筋近位部は,鷹骨をこつけたまま

として芦栄養血管を温存し,誘発厳簡閲の検索中の筋肉

し11乏【fTLlを･Fjjいた LFig･.2う.

刺激は StlPrこ1-111こ1Ximこ11と左:::-･IF封､Ll_Lq-｣爪Y.〔itH甘

刺激装置は､トト本Tt'tfJEu-,製 h:1Sl/.:∴11,LF.･八.･ISIllJJt:lisoト

こltOrunitを通tlて!rTh､た.

記録装置は.日本町竃社製 ＼IC･7A を用いJJ:I:-トー.

加算(LiATAC-201与1日トIJJ記録計は,I-01く()(う⊥･､lWA

X-1'.Rl.三CORDE.RlyPt､こ3077を陸田しナ∴

2群では埋め込んだ腔骨神経をき3群では埋め込んだ

排骨神経を,5群では縫脅した誹骨神経を刺激Lて誘発

九rEI波を記録した.

F栂.2 ft'JVOktl(1M wavell･rhi(･hl…so♭t.aine(i
＼＼.ithLqtiIllulat.ioIIOrtlt.､rOneとllnerve
.,一n(1/ort.it)ialllerl･e＼＼r;lS re(二Orded.
ThP;lntPr･iortibifllmtLS(,I(?＼＼,aslift.pd

fl･Om t-hL,distalportion prespr＼･ing
t.hprperiiI哨 ～汀ter),tothe.IlluSClt,.

107

後群ではぎ埋め込んだ緋骨神経,整骨神経 をそれぞれ

単独に刺激したときの誘発M波,それぞれの単独刺激の

済発M波の振幅の和を加算機で求め記録 もJ, さらに緋骨

神経,鷹骨神経を同時に刺激 した誘発M波を記録 Lた.

桝 戯機能の指標

筋機能回復の指標として以下に述べる尊兄後節張力 と

筋湿霧魔を測定した中

等児後願張力の測定

コ群.3群.i-1群.5群ハ術後211遇経適例iT■村 上こ1.

前述の刺激装置を用い supTかm泌imalとなる電位 8-

1(1＼∴ (iul-こIti川-I0.01711SP(∴ ハ矩甑畦て 10()Lizハ tt､tこ1-

nus刺激を行ったヤ

aim留a噸e(F欝 ピックアップ日本光電社製)をつなぎ,

restitlL,tt.=S血lキ50gに設定 してLlt)111Tluド刺激噂ハ

l･こIinこul叩liri(11･tlrL'eこ311'Gを仲里 上 目1′トlL'Hl㌔--1'

Ql)i)5⊥lrtl川r(it,r-i:悠茂夫した.

Ratの発蘭などの固体叢をな くず るためラ下記の計

算式から健側の対照との%筋張カを求めた.

%筋張カニ右前腰骨筋節張力/左前腰骨筋筋張力xWO

湿豪農の測定

等展性筋張力を測定した後,左右の前歴骨鷹を採取 し

てヲ湿登蚤を測定した.

況atの発育などの固体農をな くす るためき 下記 の計

欝式より健儲瞳 対照との%湿蚤畳を求めた.

%握厳選-右前腰骨筋湿農鼠〆左前腰骨筋湿豪農 親 潮

潮 細腰標本の作成

採取した前歴骨筋は,液体蛮風 ィ､メペソタIJをこて凍

結標本として陳持した々

その凍結標泰をタライオ/?､タヅトにて約5OFgの厚 さの

切片を作成してコリソエステラ---ゼ簸色 と コ リソエ ステ

ラ-ゼ染色+銀染色で染色 した,

染色]j;L)こ

∴.0.5)i,(月JJ-;灘 1十 : '̀守 二･.I,∴.L'･lL3本加塩 l/L-JJ

ド､ミウムを入れた固定液にいれて, 趨℃9 1時間 お く.

② そののち, 複℃の蒸留水の率に 一時間以上 7日以 内

つける.

③ コリンエステラ--ゼ漁色

下記の組成の隅田変法】Sjをこよる Kam OVSky 染 殴液

L巨告Mtl.仰分問 iTILtuhIt(～-巨 :,.
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∴5日丘二言川l･爪l軌醗銅 川tll卜十浴研t二畑r,iw-()㌔.1

I):･＼二日.:]Tll十lい‖11i'十勘甘木.≦'∴溶断十二｢加工 十･･二殿

押して5mM フェリ少アソ化カリ.ラムほm且をいれた
い',-'-.辛.㍗

:二こ∴く-Nこ州1ト;il')､し'､畑上目;.T∴車 上'､銀､領土Tp-持.:一･

追1.1旧i∴

塗)素懐水で水洗?

鰻)且榊%ェタノ-ルの中-1時間つけるゼ

⑥ 蒸留水で水洗旬

･∴L川.厘廟取乱 (1.圧痕TiJl梱繍il､い.lil,炭酸十三L:.lr
∴ハ1川1mト裾ミrfl木i･一三.言梱柑ミ再T.'∵汀~LIt)()･'Llナ血､Llhillt,
･十,:l.

⑧ 蒸留水で凍配

硫酸サト照グムを溶解した還元液にjt5分間つける由

⑪ 粥%エタ｡.メ--ル賢且00%ェタメ--購こて脱水したの

ちキシ沙ソできれいをこしてバルサム包埋する&

結 果

A.組織所見

まず,無処鰹の左側前整骨筋でemdplateの正常な

分布様式を見ると常をこ筋線維の中東部をこ馬蹄状をこ分布し

･て工､上し､IlliLr.:卜 沃∴脱神経巨'-_l肝､_二:言.(-)=(1Pl;11t､

は脱神経され董縮変形しているが妻分布様式は無処理a)

冊Lrl.i-同様~:∴Lll'ig･.:i,l･lig.Lll,t.粧廿神経を神経梧合

した5群では,再生軸索と結合Lた:LuE常をこ近い形状のemd

~~･:1い∴J:i!11∴3.FiLr.;-iニー.

鷹骨神経を遠位部に埋め込んだ2群においては芦既存

られたほかをこ骸の遠位部紅塵漬込んだ置骨神経近傍をこ転

町~,11~畑'柚木1宣告′TL,I/Ll‖(It血し､I:!:-喜p,ic]t八㌦;_,･.･i一'ig･.t卜

鰹骨神経を近位部紅塵が)込んだ3群においては,既存
･∴､し青潮雄二に.1旨:‖lH::_･...､Tl.(iI'l;i,J､∴｣‡‖:_抽斗トト痛t言丁がjl_

られたを慧糾こ腰碍近位郡に埋め込んだ緋骨神経近傍にも

町冊二再根上結合汗.t.､両tllこItL弓∴認鋸rLl/itr.71.

劉骨神経を遠位部をこき歴骨神経を近綾部に済時をこ埋め

i]_t'∴悠-日出∵頼､-昌言.既存し1戦蹄抽-.L',Ili‖-,I/…(it)l'ltt､

llliLr.;与11istr･itllltitmOfthe,pn(1plこ山_lLiHt:三･lヽt,(-(-ksIIlrt-PI･Tl什＼･･し-iTlll)lこlntIltionm.nPT･＼･(､
sutuI･t､.i('hOIinL-.<h､rllS(IStこIi11I1i1.二n(Ii)ltItt,S＼･＼･し､l･(､(listritlllttJ(1inhops(､sho(I
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をこ再生軸索の結合がみられたぼかをこ整骨神経を埋め込ん

だ遠位部と俳骨神経を埋め込んだ近位部のどちらにも埋

め込んだ神経近傍に屯異所性をこ軸索と結合したendp豆盈te

以上のようをこ,誹骨神経を近位部に埋め込んだ軌 整

骨神経を遠位部に埋め込んだ鶴 またそれらを同時をこ行っ

た例をこおいても,本来の馬蹄状に分布する控王適p漫ate

に結合する軸索が認められたほかに埋め込んだ神経近傍

をこ異所性に軸索と結合Lたemdp血だを認めたが声両

者が1本の筋線維上に存在するか否か組織学的には確認

st.･lint､(1t~ln(iI)I:山.､S.(､IIOliTl(､t<tげこ1.<t-

できなかった丘

この点を確認するため以下の電気生理学的検索を行っ
十.

Ji.電気生理学的検索

緋骨神経を近位部に,腰骨神経を遠位部に同時をこ埋め

込んだ確群において,逢週以後に誇発M渡が記凝された一

番だ)をこ愚臣骨神経芦陛骨神経の単独刺激をこよる誘発朋渡が)

振幅の和は,聯骨神経と腰骨神経の同時刺激の誘発M波

に一致Lた(野ゑ琵89).このことは,1本の筋線維上に

2㌦3以上の軸索と結合するeTidp且ateは存在しないこ
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とを証明するものと考えられた甘

腰骨神経を遠位部に埋め込んだ2群き麟骨神経を近位

部をこ埋め込んだ3群,そして緋骨神経縫合衝を行った5

群をこおいて,術後嶺週で誘発M渡が記録された甲2群声

3群,5群でヲ解像経過が8週ヲ且望嵐 2連濁と時間が経

過するに従って誘発M渡の電位は高くなっていった呼量欝℡
lol一.

(∴ 筋機能回復

oo絹張畑十 二,さ粧.ト10.コ十Li.TO/(､.二川トこ･5(i.(う±1(1.(.i

oo.⊥‖粁:i:I(試.(り11.000.5iTl':∫:LLqH.･･l+ti.(ミし-(,だ11.真二.

各群問をT検定すると5%以下の危険率で有意差を認軌

豆本の神経を遠位部転しくは近位部をこ埋め込んだ2艶

3群の回復は不十分だったB2本殿神経を埋め込んだ嶺

欝は且泰の神経を埋め込んだ2群,3群より有意によく

回復していたが,神経鷹逢合した5群と比較すると劣って

し､たしFiL,.1い.

%湿豪農では予2好き3群ラ趨群や5欝において経略

約をこ回復傾向を認めたせ脱神経した且群は随時約をこ%湿

車品ヱ減車巨てい一十.術後二･l遇で:JET了,._!_-本し})神経T'_.

埋め込んだ2群,3群は,それぞれ平均で57%予60%の

回復で不十分だつたが92本の神経を埋め込んだ確群は

2群3群より着意によく回復しその%湿豪農は85%で,

神経縫合した5群の駄%と同程度をこ回復していたぞW壷欝由

12.riLr.13l.
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考 察

(∴ 神経埋め込み術による筋再支配効果について

脱神経筋が運動神経埋め込み鮪によって神経蒋友配さ

れる事実は諸家をこより報告されているが軍著適職実験結

果からも組織所見で再生軸索と結合している endplate

を認めたこと,厳電園学的に埋め込んだ神経の電気刺激

で誘発M波が記録されたことチ%筋張九 %湿蛋量を指

標とした筋擁能回復からみて屯,脱神経筋-の神経埋め

込み衝によって,脱神経筋が神経薄志配されることは確
実であると蒋認識 した.

l~i. 神経埋め込み術後の神経再支配様式について
美際､い1情 調 ∴∵巨 ､'i､本来ハTtl(-t川-いいilll･＼､神経
を埋め込むことは最削ぎ)短縮のため困難であり軍本来の
神経を用いるとしたが)近位部に埋め込むことになり夢隣
接 した神経を周いるをこしても近位確)しくは遠位に埋め込
まざるを得ない中

そこで,本来の支配神経である俳骨神経を近後部へ芳
措抗鷹の支配神経である湛骨神経を遠位部へ埋め込む窯
駿を縛ってみた.組織所見か仁)や神経埋め込み術後の神

る脱神経 emdplaも哲が丙寛配遅れると矧埠をこ神経埋め

れることが確認できた.
'~'ハ 十一㌧叫t,古.用｣宜上∴∴＼itkt,ll.＼lilt､tti.(う11tll,

埋め込み術級をこ認められる再生軸索と結合Lているemd

節はteは,埋め込んだ神経からの再生軸索をこよって帝韮
配された既存の end田はteと再生軸索によって新生き
れた eyidp見離eとが混在していると著者私考える.

しかし1本殿筋線維に本来の位置にある脱字確邑emd油te

が西友配され忠ものと写輿所性をこ新生されたendplate

が共存L得るか否か20号認13,純組織学的にこ殿問題をこつ

いて結論を出すことは困難である也

著者は電気生理学的拳法を用い,-----3の脱神経筋に緋

骨神経 i骨描ナ神経十冊 ㌧∵岬車上∴;:･‖侶-･巨 ､∴ 理

釣込んだ緋骨神経と腰骨神経を単独才および蘭神経を同

時をこSuPr針m弧im適刺激をすることをこより,個母の神

経単独刺激の誘発M波の振幅の和が2本の神経同時刺激

齢誘発M渡と等しくなったことからratをご【おいてぼ1

本の筋線維上に済支配された既存のendp払teと異所

性をこ新盤されたeTidplateは共存しないと判断されたサ

こ殿ことから脱神経Lた前腰骨筋の近位部をこ麟骨神経,

遠位部に澄骨神経を同時をこ埋め込んだ術後に認められる

蒋生軸索と結合Lているだm鵡p臨eぼ,①近位部をこ埋

め込んだ誹骨神経近鰍こ異所性をこ新生されたemdp息aもだ,

②駆骨神経,あしくは厳骨神経で支配された馬蹄上に分

布している既存のemdp星組もeき③遠位部をこ埋め込んだ腰

も殿があり,それぞれの endpiateは関心筋線維上をこ

ぼ存在Lないと判断された 胸欝.週結

く'. 神経埋め込み術による脱神経回復 (再支配)の

程度について
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糸島;脱碑緩筋-従う神経埋め込み術をこ関する実験的研究

脱神経既への廓撃経埋め込み術襖oB筋機能回復は実験的

古畑七二_.7い二J'pt.甘I.I)目し-(一､-:い1,拙さ巨_裡古さ卜∴立

より偏位した部位-の神経埋め込み術を､ニよる筋回復率は

腰骨神経を遠位部をこ埋め込んだ2群と緋骨神経を近位部

に埋め込んだ3群aう術後2趨週で%湿豪農を指標とすると

それぞれ平均57%,緋/狐 %筋張カを指標とするとそれ

ぞれ平均蘭%と5冒,紺であった.このことは予近位部,ち

しくは遠位部だけLか所をこ神経埋め込み櫓を行なった場

合予筋機能回復は不十分で神経支配されない厳線維が多

く残存するためと考え鎧れる.

息か所をこ神経埋め込みを行った群と比較して2寒の神

経を近位部と遠位部にある程度のFEBE3隔をおいてき司時をこ神

経埋め込最新を行った竣群では,術後24遇で%湿豪農は

85,9,o'タ,Oi鷹張力は槌%に回復L且本の神経を近位都濃三相

もLくぼ遠位部だけに埋め込んだ転職より私改善してい
:･:i.

このことは,豆本の神経を息か所に埋め込んだときに

は神経支配されない筋線維が残存するが,2本の神経を

異なる望緑野に埋め込むことをこよ-｡て,神経支配されず

をこ残存する筋線維の神経再支配がおこるため,より多く

の筋線維が神経韮配されノて筋機能桓懐の改善が得られた
～.考-::･立

iIr-Ij∴ 神経縫合巨'∴i汀羊-11的漆黒週･-1.､'-'い渥車品_こLi50(I.

%筋張力は88,9gでありタ2本の神経を近位部と遠位部をこ

埋め込んだ趨群は%r湿豪農では同等の圃森を示すが%筋
張カでは5群をこ劣る.

目上十二Ilか∴ト畑'1111仙汀L'l)iHtか∴偏位巨1部

位への神経埋め込み解による解機能図擾はぎ正常筋と比

べてはもちろんのこと運動神経鯵緩解をこよる磯食とぶ巳べ

低いが,神経惨緩衝鮒できない例で神経埋め込み解を行

う時は2本の神経を埋め込む方が筋の再支配率つまり磯
碓帖軒トrL>T:E:'上上二さ出雲11:,:､∴卜..･叫=-り明Li二.

総括ならびに結語

i.運動神経が骨格筋から引き抜かれるような損傷例で

は運動神経を脱神経筋-埋め込む昆殊 神経蒋支配猿静
潤;機7肘再削 /〕再転性言上ト.

今世紀初頭以来,この術式がある程度有効であること

を示す報告はあつたが,そのメカニズムや程度をニついて

の検討が不十分だったので,著者は,息灘匹のW豆st磨F

である緋骨神経および接続筋の支配神経である野骨神経

を埋め込む実験をニ"よって,この解式による回復碍メカこ

嶺且冒

ズふや程度をこ-♂)いて検討した,

語や神経埋め込み術に良よ-)て脱神経筋がある程度荷重配

されることを鼠鰍箸的検紙 誘発筋電図,,%海霧塵およ
び′%鷹張力の検討から確認Lた年

;L 樟紅1ぅ運動神結11lllH!.''!-I)('iて1日,JLt偏位Ti十㌢招､て(,

かこ神経を埋め込むことをこよ咋本来の脱神経配れd田はte

の爾覚配と神経棲め込み部位をこおけるだmdp見離倍の新
教を認めた.

しかし声組織学的を封£両者が見本の筋線維に"基存-軒る
か否か確認できない.

韻書筋電図学的をこ埋め込ん矧誹僚神経と整骨神経を別母

に刺激することをこよって誘発される閲波の振幅の縮ま声

両神経同時刺激をこよって誘発されるM渡と等しいことが

確認できたので,荷重配された既存殿脱神経emdp且組もe

L二三二町'~冊._.i/軒仁::::lL!?.(,lltltlltllh､言l･hJt･t車線細工~
共存しないと判断されたむ

:I'. 本来L:im('t'-t･いい血 ｣ノー舶:‖十眉､㍉＼､､∵湖斬岬

め込み衝をこよる筋担3復は%湿厳選を指標とすると遠位部

に埋め込んだ例では畢均57%,近位部に埋め込んだ例で

は畢均醐%あを右.%筋張力を指標とするとそれぞれ後0%

と56%を示し正常番と比べてはもちろんのこと運動神経

鯵緩解をこよる解Lbml複と比べ回復率は低か-漉.2･本の運

動神経を同-解-埋め込むことにより%願意厳は85%タ

%筋張熟豊髄%と回復率を蔓句上させ得ることが判明Lたか

終始御指導9御校閲を賜った恩師田島凄艶教授に

深甚なる謝意を表します月また夢標本の作成並びをこ

fL㌣棉刷上:::脇机､上∴いj;._-､̀▲Jl教宰錦織漸 Ii十十

をお願いLた吉田芳雄元技官をこ深謝致しますか

L本論丈し､.腰旨言.第封巨日本,Tp~.し'､外亨斗羊余でT+I

義したや)
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